
イベントを主催するには？

1. 会場を探す
2. Wifi環境を確認する
3. イベントを宣伝する
4. 面白いイベントアイディアを考える
5. トーナメントを運営する
6. イベントの結果を報告する

ファイアーサイドギャザリングイベント(Fireside Gathering)を成功に導くための秘密を以下に掲
載しました！ぜひご覧ください！

1. 会場を探すにはどうすれば良いのか？

会場探しに不可欠な3つのポイントを教授します。
1)一般公開されている会場であること。
2)テーブルや椅子をたくさんおける十分なスペースが確保できること。
3)インターネット環境が整備されていること。
これらの3つのポイントを満たしている会場であれば、イベントは実施可能です。また、参加
者が自分のゲーム機器を充電できるように、コンセントの差し込み口が多い会場がオススメで
す。

会場例

• 大学の教室
• 公民館
• カフェ
• ゲーム屋
• ホテルのボールルーム
• 本屋

会場を決定したあとは？

会場を決めた後は、より詳細な確認が必要です。1) 開催前に会場の電力容量を再確認しましょ
う。電力容量を超えてしまった場合、ブレーカーが落ちてしまう可能性があります。2) 参加者
がゲーム機器を充電することを考慮して、電気タップや延長コードを事前に準備しておきまし
ょう。

その他の注意点

その他の技術的な確認事項は、ルーターとネット環境です。ワイヤレスなネットワークを準備
することで、ネットワークケーブルやルーター、スイッチャーなどの無駄な心配を軽減するこ



とができます。もしワイヤレスなネットワークを準備することができない場合は、複数のポー
ト付きのルーターを必ず用意してください。また、48人の参加者をオンライン可能にするスイ
ッチイングハブ等を買うことをオススメします！

また、会場が十分な座席数とテーブル数を確保できるかどうかの確認は非常に大事です。多く
の参加者は自身のタブレットやラップトップでプレイできるので、テーブルは必要ないかもし
れませんが、テーブルを準備しておくことで、参加者は安定した環境でゲームをプレイするこ
とができます。180cm程のテーブルに参加者2名を座らせるのがもっとも快適にプレイできる環
境ですが、もちろんできる範囲で結構です！

必須ではありませんが、下記を準備しておくと当日役に立ちます。

● 参加者の名前とBattle.netのバトルタグを記載できる申込書。
● わかりやすい会場のWifi接続案内。
● カメラ。イベントの模様をあなたのSNSでアップすることで、参加者と今後参加しうる

人へのエンゲージメントに繋がります。
● イベント撮影での注意点：イベントの模様が撮影されることを参加者に事前に予告して

ください。簡単にプリントできる資料はこちら

2. Wifi環境を確認する

ファイヤーサイドギャザリングのイベントでプレイを始める前に、参加者のプレイ環境が十分
に整っているか確認してください。1) 参加者全員が同じWifiに繋がっており、Wifiには十分な帯
域が残っている。2) ハースストーンのトーク機能がブロックされていないかどうかを検証する
。トーク機能が正常に機能していると、”Players Near Me”欄に他のプレーヤーが現れ、ファイ
ヤーサイドフレンドカードを得ることができます。

“Players Near Me”が正常に機能するためには以下の必要条件を満たす必要があります：

1. UDPブロードキャスティングをサポートしたルーターであること
2. プレーヤーが同じサブネットにいること

“Players Near Me”の機能

ハースストーンは各プレーヤーが”トーク”し合えるように、UDPブロードキャスティング（ユー
ザー・データグラム・プロトコル）を採用しています。トーク機能が正常にONになっていると
、近くにいるプレーヤーは、”Players Near Me”欄に登場することができます。一部学校や安全を
確保する必要があるアドミンを覗き、多くのルーターはこのプロトコルを採用しております
。UDPブロードキャスティングが無効の場合は、”Players Near Me”機能は正常に機能しません。

”Players Near Me”の検証

イベントで”Players Near Me”が正常に機能しているか確認するためには、ハースストーンがダウ
ンロードされているデバイス２つを用意し、会場のネットワークもしくはWifiを通じて”Players 



Near Me”経由で対戦してみてください。一方のデバイスにもう片方のプレーヤーが見つかれば
、同じサブネット上にいますので、正常に機能している証拠です。

それでも“Player Near Me”がまだ正常に機能していない場合は？

もし、UDPブロードキャスティングを会場で利用できない場合でも、まだあきらめないで！
アドミンに直接UDPブロードキャスティングを一時的に使えるようにお願いしてみましょう。
あるいは、自身の携帯電話もしくはそれに類するデバイスを使って、Wifiのホットスポットを
セッティングすることができます！コストを抑えるために3Gカードの購入もオススメします。
自身でWifiのホットスポットをセッティングすると、限られたプレイヤーがそのホットスポッ
トに接続することができ、同じサブネットを共有することができます。その場合は”Player Near 
Me”機能が正常に機能し、ファイヤーサイドフレンドカードを得ることができます。

極論、”Players Near Me”が正常に動いていなくても問題ありません。インターネットを接続でき
る環境であれば、友達リストにお互いを追加することもできますし、対戦することもできます
！

ファイヤーサイドギャザリングスレッドのウェブサイトを必ず確認してください。FAQで
”Players Near Me”の機能の説明やファイヤーサイドフレンズカードのアンロック方法などが記載
されております。

3. イベントを宣伝するには？

ファイヤーサイドギャザリングイベントの準備ができたら、興味のあるプレーヤーがどこでど
のように参加できるのかを知らせましょう！

まずはわたしたちにイベントの実施内容をお知らせください！宛先はこちら
（FiresideGatherings@blizzard.com  LiquidHearth http://www.liquidhearth.com/gatherings/submit
にアクセスし、イベントを宣伝することをお忘れなく。イベントを告知するための専用アカウ
ントをFacebookやTwitterなどのSNSで立ち上げる開催者様もいらっしゃいます。今後のファン作
りに役立ちます。

また、フライヤーを作り、会場近くもしくは興味がある人に告知するというのもオススメしま
す。もし予算があれば、会場近くにパネルやバナーなどを張り出すのも良いアイディアです。
こういった告知物は、一般公開されている会場やバー、カフェなどでファイアーサイトギャザ
リングを実施する場合に役立ちます。

4. ファイヤーサイドギャザリングを楽しんでもらうには？

ポスターや装飾は雰囲気作りに役立ちます。パチパチと炎が燃える映像を会場のモニターで流
すのもよいかもしれません。ハースストーンのゲーム音楽を会場で流したり、参加者にハース
ストーンをテーマにしたコスチュームを着て来てもらうのも、雰囲気作りに役立ちます。



フードとドリンク

なんせハースストーンは酒場が舞台！フードやドリンクを提供するのも、イベントを一層盛り
上げる要素となります。もしイベント会場がバーやカフェだったら、ハースストーンをテーマ
にしたメニューをお願いすることも良いかもしれません。もし会場でフードやドリンクが提供
できなかったら、せめてドリンクだけでも準備するか、参加者にフードやドリンクの持参を促
すのも考えられます。

メインイベント

ここまで準備が整ったら、次はどんなゲームをするかを考えてみましょう。

プレーヤー同士の交流や友達作りはファイヤーサイドギャザリングイベントの大事な要素です
。ネームタグを用意することと、ゲスト同士で会場についた時点で対戦できる環境作りは大事
です。

プレイしてまだ日が立たないプレーヤーのために、すでにゲームに深く精通しているベテラン
プレイヤーをメンター役にすることも、参加者の交流に役立ちます。新規プレーヤーだけを集
めたイベントを行うのもよいかもしれません。イベントにテーマを設けたり、新しいプレーヤ
ーだけのイベントを実施してみるのも良いアイディアです。限定プレイヤーでトーナメントを
開催する等のアイディアは、新規プレイヤーにとってハードルを下げるのに役立ちます。数回
イベントを開催し、勝ち負けを記録した、リーグ形式もよいかもしれません。

ムービー視聴パーティー

ハースストーン関連のビデオを参加者と見るイベントも面白いアイディアかもしれません！動
画視聴パーティーイベントの多くは、eSportsトーナメントやハースストーンの特別イベント



（BlizzCon などで生放送されるものが多いですが、録画されたトーナメントのビデオや人気の
ストリーキング映像をみんなで見るのも良いですね。
視聴パーティーを実施するのは簡単です。Wifiがしっかり機能しているかを確認し、ラップト
ップもしくはタブレットをHDMIケーブルなどを使ってテレビに繋げれば見れます。ストリーミ
ング映像がキレイに映らない場合は、ストリームのクオリティを下げればスムーズに視聴でき
る可能性があります。事前に視聴テストをすることをオススメします。

 

コンテスト

コンテストは様々な人をイベントに参加させるためにはバツグンの手段です。コンテストをオ
ープンにすることで、新しく興味を持ってくれた人にとって参加しやすくなる場合があります
。例えばハースストーントリビアや、モノマネ大会など、幅広いプレーヤー層に親しまれるコ
ンテストが良いでしょう。逆に上級者のコンテストだと、より早く多くの勝ちをアリーナで得
られるかを競うアリーナレースや、カードを限定したバトルなどが良いでしょう。さらにユニ
ークなコンテストでいうと、プレーヤー同士をペアにし、デックを作り、制限時間内で一番高
い攻撃力のあるミニオンを作るのも面白いでしょう。

5.どうやってトーナメントを運営するのか？

ファイヤーサイドギャザリングイベントをトーナメント形式にすることで参加者の競争心をあ
おり、プレーヤー同士の距離を縮めることができます。トーナメントを運営するにはたくさん
の方法がありますし、たくさんの形式がありますが、基本はとてもシンプルです。まずはどの
形式を使うのか決めましょう。以下は一般的なトーナメント形式です。

シングル勝ち抜き戦ートーナメント形式

これはもっとも簡単で早くできるトーナメント形式です。すべての参加者は第１ラウンドで対
戦します。第１ラウンドで勝ち抜いた勝者たちが次のラウンドで対戦しあいます。敗者は負け
た時点で敗退です。最後まで残った二人でファイナルバトルを行います。この形式の弱点とし



ては、敗退した時点で終了ということと、自分より強いプレーヤーに当たってしまうので、長
く大会で生き残るにはクジ運も大きく関ってくることです。

ダブル勝ち抜き戦ー敗者復活戦ありのトーナメント形式

シングル勝ち抜き選と非常に近いルールです。大きな違いは勝者グループと下位グループもし
くは敗者復活グループがあることです。もし勝者グループから負けた場合、敗退せずに、敗者
復活グループで他の敗者と対戦することができます。敗者復活グループで勝ち残った人と勝者
グループで勝ち残った二人が最後対戦します。こちらの弱点としては、すこし複雑であり、時
間も要し、参加者がたくさんいないと成立しない可能性があります。

総当り戦形式

総当り戦に１回戦敗退はないので、例え負けてもプレーし続けることができます。各選手が同
じ回数の試合数を行い、運営側が試合の勝敗を記録します。全員同じ数の試合をし終わったら
、最も勝ち数が多い選手が優勝となります。参加者が比較的少ない場合でも運営でき、全員が
参加できます。ただし、運営側にとっては記録するタスクが生まれ、時間も要し、しかも最終
ラウンドがないので、イベントの盛り上がりに欠ける可能性もあります。

他にトーナメント形式はありますが、上記3つがもっとも一般的です。いろいろなトーナメン
ト形式を研究し、あなたのハースストーンコニュニティーとファイヤーストーンギャザリング
イベントに適したものを選んでください。

トーナメントの形式が決まったら、対戦表を作りましょう。アプリなど、対戦表を簡単に作る
手助けをしてくれるものが多く存在します。対戦表が出来たら、参加者の組み合わせをする必
要があります。組み合わせは、くじ引き形式にすることで簡単に埋めていくことができます。

もし勝ち抜き選のトーナメントを実施しており、選手数が奇数でも問題ありません！もし対戦
相手がいない組みができたとしても、その人を自動的に”勝ち”にすればよいです。もし参加者
が多い場合は、いくつかのトーナメント対戦表を作り、それぞれで勝ち抜いたプレーヤーを最
後対戦させるグランドファイナル方式も良いでしょう！

6.イベントの結果を報告してください

ファイヤーサイドギャザリングイベントの模様を忘れずにメール
(FiresideGatherings@blizzard.com)で共有ください。もし写真撮影や動画を撮る場合は、かならず
その旨を参加者に通知することを忘れずに。もしイベントのレポートを書かれる場合は、ぜひ
リンクを共有ください！

もし写真やビデオを送る場合は以下を忘れずに：

● ファイヤーサイドギャザリングイベントが行われた日時
● 会場の名前、住所（国、市町村まで）
● イベント名（あなたのファイヤーギャザリングイベントに特別な名前をつけていれば）



● イベントで何が行われたかの簡単な説明
● もしイベントレポートがあれば、そのリンク
● もしFacebookやTwitterなどを通じて作成したイベントページがあれば、そのリンク
● 他に面白エピソードなどあれば是非共有してください

あなたのファイヤーサイドギャザリングイベントが我々のブログで紹介される可能性がありま
すので、より細かくお教えください！

もし写真や動画をとる場合は、撮影許可を取ってからにしてください。

オフィシャルハッシュタグは、#FiresideGatherings です。続々アップしてください。

私たちのアドバイスがあなたのファイヤーサイドギャザリングイベントのお役に立てれば幸い
です！これはあくまでもイベント運営に関する一部なので、是非自由に想像を膨らませてくだ
さい。

ハースストーン：ヒーローズ・オブ・ウォークラフト を是非楽しんで、たくさんの新しい友達
を作ってください！


